
 
 

平成２７年１１月１９日 

 

資料提供先  福山市政記者クラブ  

        府中市役所記者クラブ 

         

「 芦田川河口堰の堰
せき

カード（ver.2.0）を発行します。 」 

 
芦田川河口堰では平成２６年１０月２０日に広島県内『初』と

なる堰カードを１，０００枚発行していましたが、大好評につき、

この度、バージョン２(ver.2.0)として再発行します。 

是非、芦田川河口堰へお越し下さい。 
 

  ダムの形式や諸元が記載されたダムカードの配付は平成19年度から国土交通省と水

資源機構、一部の都道府県等が管理するダムで配付が始まりましたが、平成27年10月１

日現在では全国524施設でダムカードが配付されており、各地のダムカードを収集する

方もたくさんいます。 

 この度、芦田川河口堰管理支所では、河口堰の役割について地域の人々に理解を深め

てもらうことを目的に堰カードを再発行し、河口堰来訪者限定で堰カードを無料配付い

たします。 

 

■配付開始日 平成２７年１１月１９日（木） 

 

■配付日時  平日（月～金） ８：３０～１７：００ 

※土日祝及び年末年始の配付は行っておりません。 

 

■配付場所  芦田川河口堰管理支所 ２階執務室（福山市箕島町釣ヶ端山367-3） 
  

 

 

お問い合わせ先 

 国土交通省 中国地方整備局 福山河川国道事務所 

          副 所 長   大久保
お お く ぼ

 雅彦
まさひこ

 

               TEL(084）923‐2620（代表） 

【担  当】芦田川河口堰管理支所長   斉藤
さいとう

 展
のぶ

弘
ひろ

 

        TEL(084）953‐8048 （芦田川河口堰管理支所） 

    ホームページ http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/ 

 

お知らせ 
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≪参考資料≫ 
 

ダム（堰）カードは平成27年10月1日現在、中国地方管内：72施設で配布中です。 

 

 

 

 
 
芦田川河口堰の堰カード（ver.2.0）のサンプルです。 

 
 このアルファベットは、堰の目的を表しています。

Ｆ：洪水調節 Ｉ：工業用水 

このアルファベットは、Movable Barrage 

を略したもので、可動堰という意味です。

 

 

 

（オモテ） 

（ウラ） 

DAM（BARRAGE）‐DATA

ランダム情報

芦田川河口堰は、中国地方で唯一の水資源開発の河口堰です。
降水量が少ない芦田川流域において、日本最大級の製鉄所の誘
致等により、さらなる工業用水が必要となり、芦田川河口部に
建設されました。上流の八田原ダムと合わせて、福山市にとっ
て重要な水源として利用されています。

詳しいデータはこちら? http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/ 

こだわり技術

右岸側の舟通し改良デニール式魚道
は平成１３年に完成した魚道であり、
遊泳力の弱い魚等に配慮した構造と
なっています。

右岸魚道

所 在 地 ： 広 島 県 福 山 市 箕 島 町 、 水 呑 町

河 川 名 ： 芦 田 川 水 系 芦 田 川  

型 式 ： 可 動 堰  

ゲ ー ト ： 主 ゲ ー ト × １ ０ 門  

流 量 調 整 ゲ ー ト × １ 門  

魚 道 ・ 流 量 調 整 ゲ ー ト × １ 式  

左 岸 魚 道 ゲ ー ト × １ 式  

右 岸 魚 道 × １ 式           

堤 高 ・ 堤 頂 長： ６ ｍ ・ ４ ５ ０ ｍ  

有 効 貯 水 容 量： ４ ９ ６ 万 ｍ ３  

管 理 者 ： 国 土 交 通 省  

本 体 着 工 / 完 成 年： １ ９ ７ ２ / １ ９ ８ １ 年  

＜中国地方でダムカードを配付しているダム・堰＞ 直轄ダム・堰 補助ダム・利水ダム

平成２７年１０月１日現在

湯の原

向道

黒木

小阪部川

三成

木都賀

▲ 芦田川河口堰 



バージョン１．０とバージョン２．０の違い
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ランダム情報

芦田川河口堰は、中国地方で唯一の水資源開発の河口堰です。
降水量が少ない芦田川流域において、日本最大級の製鉄所の誘
致等により、さらなる工業用水が必要となり、芦田川河口部に
建設されました。上流の八田原ダムと合わせて、福山市にとっ
て重要な水源として利用されています。

詳しいデータはこちら→ http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/ 

こだわり技術

右岸側の舟通し改良デニール式魚道
は平成１３年に完成した魚道であり、
遊泳力の弱い魚等に配慮した構造と
なっています。

右岸魚道

所 在 地：広島県福山市箕島町、水呑町

河 川 名：芦田川水系芦田川 

型 式：可動堰 

ゲ ー ト：主ゲート×１０門 

流量調整ゲート×１門 

魚道・流量調整ゲート×１式 

左岸魚道ゲート×１式 

右岸魚道×１式          

堤 高 ・ 堤 頂 長：６ｍ・４５０ｍ 

有 効 貯 水 容 量：４９６万ｍ３ 

管 理 者：国土交通省 

本 体 着 工 / 完 成 年：１９７２/１９８１年 

DAM（BARRAGE）‐DATA

所在地：左岸／広島県福山市箕島町字釣ヶ端地先
右岸／広島県福山市水呑町字竹ヶ端地先

河口から1km270m地点
河川名：芦田川水系芦田川
形 式：可動堰
ゲ － ト：主ゲート×１０門

流量調整ゲート×１門
魚道・流量調整ゲート×１門
魚道ゲート（左岸）×１門
魚道ゲート（右岸）×１門

堤高・堤頂長：４ｍ・４５０ｍ

有効貯水容量：４９６万ｍ3

計画取水量：１７万ｍ3／日
管理者： 国土交通省
本体着工/完成年：１９７２／１９８１年

ランダム情報

芦田川河口堰は、中国地方で唯一の水資源開発の河口堰です。

降水量が少ない芦田川流域において、日本最大級の製鉄所の誘致等により、さらな
る工業用水が必要となり、芦田川河口部に建設されました。上流の八田原ダムと合わ
せて、福山市にとって重要な水源として利用されています。

詳しいデータはこちら→ http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/ 

箕島浄水場
貯水池内から取水して、
工業用水を送っています。

貯水池利用

貯水池やその周辺で

は、竹ヶ端運動公園・国
際Ａ級漕艇コースが整備
され、スポーツや芦田川
花火大会等、市民のいこ
いの場としても広く利用
されています。

参考

（オモテ）

（ウラ）

バージョン1.0 バージョン2.0

主な変更点
①オモテ面 掲載写真を施設が分かるように堰近景写真に変更しました。
②ウラ面 貯水池利用→こだわり技術（右岸魚道）に変更しました。

※その他、誤記，色等の微修正をしております。

※上記掲載の堰カードはイメージ図です。本品は若干、異なります。

変更点②

変更点①


